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●主要駅における住宅ローン返済月額シミュレーション 

地方中枢都市を有する北海道・宮城県・広島県・福岡県においては住宅購入可能なボーダーエリア※を俯瞰でき

るほど対象駅が多くないこともあるため、ここでは主要駅の一覧を用いながらそれぞれの特徴や傾向について見

ていく。【ケース①】手取り年収 800万円は依然として地方圏において高所得者に分類される購入層であることから、

掲出されている駅もそれぞれの地方中枢都市におけるターミナル駅や地元の富裕層から人気を集める住宅地に

位置しているケースが多い。例えば、JR 東北本線「仙台」での新築マンション価格（70 ㎡換算）は 7,130 万円、「購

入可能」の定義に則った条件で住宅ローンを組んだ際に想定される返済月額は 166,386 円で、返済月額上限の

16.6万円と大差ない。しかし、適用金利が 2.00％まで引き上がった場合には返済月額は 188,952円まで増加してし

まい、購入が難しくなってくる。札幌市営地下鉄南北線「さっぽろ」や JR 鹿児島本線「博多」でも概ね同様の傾向を

示しているわけだが、借入期間を「40 年」に延ばすことである程度の金利上昇に対しても購入可能の余地が示さ

れている。地方中枢都市のターミナル駅周辺に立地する新築マンションともなれば相応の資産性や収益性も期待

できるわけだが、仮に超長期の住宅ローンを組んでまで購入に踏み切る場合には金利上昇による返済月額の上

振れや借入期間の長期化による総返済額の増加などのリスクとのバランスを十分吟味することが求められる。な

お、同じ地方中枢都市のターミナル駅である JR 山陽本線「広島」に関しては築 10 年中古マンション価格が非常に

高額となっている。これは駅近の大規模タワーマンションが対象に含まれているためであり、特に 40 階建てや 50

階建ての物件から生じている売り出し事例が価格水準を大きく押し上げている。供給されている新築マンションと

同程度のスペックに限った場合の平均価格は 5,761 万円で、一転していずれの条件でも購入可能の判定となる。 

【ケース②】手取り年収 650 万円の一覧表には地方中枢都市の中心部にアクセスしやすい駅や乗り入れている各

路線の始発駅周辺、一次取得層から人気を集める副都心に位置する駅などが並んでいる。いずれの駅において

も新築マンション価格は他の住宅タイプを上回っており、適用金利が引き上がった場合には新築マンションの購入

が困難になるケースも多く見られる。そのため、交通利便性や生活利便性が良好なこれらのエリアにおいて若いフ

ァミリー世帯が住宅購入を望む際には、敢えて無理ない範囲で割安な築 10 年中古マンションや新築一戸建て住

宅まで選択肢を広げることによって将来の子育てに必要となる資金面での“バッファ”を予め確保しておくのも金利

上昇や物価高が進む局面では有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京カンテイ、一般的な勤労者の手取り年収で住宅ローンを組んだ場合の返済月額を試算 

高所得者の手取り年収 800 万円、都市中心部での住宅購入が可能 

金利が 2.00％まで引き上がった場合にはターミナル駅や富裕層に人気の駅では購入困難に 

※住宅ローンの条件は、①頭金 2 割で残り 8 割をローンで資金調達、②元利均等返済、③借入期間 35 年、④現行の平均的な変動金利 1.20％として試算 
※返済比率は 25％とした上で返済月額上限を算出、「返済月額上限の金額±1 万円の範囲」に収まる駅を掲出することで住宅購入可能なボーダーエリアを特定 
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